
*2018-2020年の出願 （Lexis Nexis Patent Advisorのデータに基づく）
分析対象：2023年のPCT出願件数が10件／年以上の
日本出願人によるUS出願（出願ルートは問わない）

OA発行回数が低い方が

特許査定率が高い傾向がある

特許査定率が低い方が

費用が多くかかる
傾向がある

すなわち...



発明推進協会 知的財産研究センター国際連携グループ 家田堯

講演＋パネルディスカッション （11月28日 ）



本企画で取り上げるテーマの一例
・US出願における特許査定率やOffice Action（OA）発行回数を把握し、課題を明確化する

・101, 103, 112条拒絶に注目し、実際の出願案件を例に用いて具体的な解決策を講ずる

・審査官とどのようにやり取りすれば、もっとも建設的な議論を成立させられるか
⇒JP審査官とUS・EP審査官は、メンタリティ・バックグラウンドが大きく異なる

・Non-Final→Final→RCE→Non-Final… の負の連鎖は、意外と簡単に解決できる場合がある
⇒RCEは「最後の手段」と考えた方がよい。他にも出来ること／やるべきことは沢山あるはず

・「広い範囲」vs「曖昧な範囲」

・現地代理人は、的確な指示を期待している
⇒現地代理人を傍観的キャッシュイン郵便局にしないために、積極的なコミュニケーションを

・出願文書や応答文書は詳細にチェックすべき：
⇒高品質の翻訳を実現するためのシステマティックなチェックの実例

・出願人と代理人との間に健全な関係が成立するためには、何が必要か



Q.権利化を断念するケース：JPと比べてUSの方が多いか

JIPIIアンケート調査結果*（2025年8月初旬～9月初旬に取得した回答）
生データ。近い将来分析結果を周知する予定です。



Q.USで権利化を断念する理由

JIPIIアンケート調査結果*（2025年8月初旬～9月初旬に取得した回答）
生データ。近い将来分析結果を周知する予定です。



JP,CN,KRからのUS出願に対する拒絶理由の内訳（[Non-Final OA+Final OAの発行数／出願件数]の平均値）
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分析対象：2023年におけるPCT出願件数ランキング1～60位の出願人による2000～2025年のUS出願
（出願ルートは問わない）

（Lexis Nexis Patent Advisorのデータに基づく）

青：102条 茶：103条  灰：112条(b)









Q.USで権利化を断念する理由



出願人回答 JP代理人回答

Q.自身の組織によるUS出願の平均OA発行回数を把握しているか



出願人回答 JP代理人回答

Q. OAの応答回数ないしRCEの提出回数に上限を設けているか
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